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2023 年 7 月 31 日 

デジタルアーツ株式会社 

PRESS RELEASE 

【セキュリティレポート】 

2023 年上半期の国内セキュリティインシデントは 450 件  

～委託先や子会社などサプライチェーンに起因するインシデントは 103件～ 

 
情報セキュリティメーカーのデジタルアーツ株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：道具 登志

夫、以下 デジタルアーツ、証券コード 2326）は、2023年上半期の国内セキュリティインシデントを集計したセキュ

リティレポートを公開したことを発表します。 

 

2023年上半期の国内組織における情報漏えいなどのセキュリティインシデントを独自に集計 

2023 年上半期（1～6 月）の国内組織における情報漏えいなどにかかるセキュリティインシデントを、対象組織によ

る公開報告書およびマスメディアによる報道資料をもとに独自に集計しました。 

  

2023 年上半期のセキュリティインシデントは、450 件となることがわかりました。 

 

2022 年上半期には、1 位の 299 件と過去最多であった「マルウェア感染」は、Emotet の活動休止により、2023 年

上半期は 5 位の 43 件と大幅な減少となりました。Emotet は、2022 年 7 月中旬からメールでの配信活動を休止し、そ

の後、11 月や 2023 年 3 月にも短期間の活動が見られたものの、現在は再び休止しています。一方で、その他全て

のインシデントは前年同期と比較して、増加していることがわかります。 
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他社を介して被害も。上半期のインシデントのうち、サプライチェーンに起因するインシデントは 23% 

2023 年上半期のセキュリティインシデント 450 件のうち、自社が直接的な要因ではなく、委託先や子会社、利用サ

ービス事業者側が起因となる、いわゆる「サプライチェーンに起因するインシデント」は 103 件と、全体の 23％となるこ

とがわかりました。 

 

近年、サプライチェーンの弱点を悪用した攻撃は大きな脅威となっています。委託先や取引先、クラウドサービスな

どとのネットワーク接続が増え、サプライチェーンは多様化・複雑化しています。こうしたサプライチェーンにおいて、セ

キュリティ対策が十分でないと、自社が被害を受けるだけでなく他社へ被害を与えてしまったり、他社やクラウドサービ

スが起因となって被害を受けてしまうこともあります。 

  

そのため、自社でのセキュリティ対策の徹底に加え、関わりのある他社でのセキュリティ対策の確認や監査も行い

ながら、サプライチェーン全体でも被害が発生しにくい環境を目指していく必要があります。 

 

公表されるセキュリティインシデントは増加傾向 

過去 5 年と比較してセキュリティインシデントが増加傾向にある理由は、セキュリティに関する意識の変化をはじ

め、リスク回避を目的とした予防的な公表、ランサムウェア被害によってサービス提供ができなくなるなど公表せざる

を得ないといった場合が考えられます。 

 

個人情報保護法の改正に伴い、個人情報が漏えいした際は個人情報保護委員会への報告や本人への通知が義

務づけられています。企業の Web サイトなどでの公表は義務化されていないものの、Web サイトで個人情報の漏えい

を公にする組織も増えていることも、公表されるセキュリティインシデントが増加した理由として推測されます。 

 

 

▶詳細のセキュリティレポートはこちら 

弊社コーポレートサイド上に公開しています。 

2023 年上半期国内セキュリティインシデント集計 https://www.daj.jp/security_reports/32/ 

 

 

https://www.daj.jp/security_reports/32/
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「DigitalArts@Cloud」、「Desk」が「政府情報システムのためのセキュリティ評価制度（ISMAP）」に登録 

デジタルアーツの「DigitalArts@Cloud」、「Desk」※1 は政府情報システムのためのセキュリティ評価制度（ISMAP）に

登録されています。 

ISMAPは、政府機関におけるクラウドサービス導入にあたり、情報セキュリティ対策が十分に行われているサービ

スを調達できるよう、政府が求めるセキュリティ要求を満たしているクラウドサービスをあらかじめ評価・登録する制度

です。また、政府機関が情報システム基盤として利用するクラウドサービスは、「ISMAP クラウドサービスリスト」の中

から調達することが原則とされており、2023 年 7 月時点では国内外 48 サービスが登録されています。 

 

ISMAPに登録されているサービスは、一定水準以上のサービスであることが客観的に判断でき、独自のセキュリテ

ィ評価を実施する際の手間やコストの削減に繋がります。 

 

※1 対象サービスは、「i-FILTER@Cloud」通常版、「m-FILTER@Cloud」通常版、「m-FILTER@Cloud」誤送信対策版、

「FinalCode@Cloud」、「Desk（ISMAP対応オプション）」 

 

デジタルアーツ株式会社 概要 

Web、メール、ファイルなどのセキュリティソフトウェアの提供を核に事業展開する情報セキュリティメーカーです。 

1995 年の創業以来、「より便利な、より快適な、より安全なインターネットライフに貢献していく」を企業理念とし、有害情報の閲覧を制限する 

Web フィルタリングソフトを開発、以来企業・公共・家庭向けに情報セキュリティ製品を提供しております。 

東京都千代田区大手町 1-5-1大手町ファーストスクエア ウエストタワー14F ▶URL: https://www.daj.jp/ 

 

＜本リリースに関するお問い合わせ＞ 

デジタルアーツ株式会社 広報課 石井   TEL  : 080-8750-0425 / E-mail : press@daj.co.jp 

 
 
※ デジタルアーツ、DIGITAL ARTS、i-FILTER、i-FILTER Anti-Virus & Sandbox、i-FILTER@Cloud Anti-Virus & Sandbox、i-FILTER@Cloud Dア

ラート発信レポートサービス、info board、Active Rating System、D-SPA、Anti-Virus & Sandbox for D-SPA、NET FILTER、SP-Cache、White 

Web、ZBRAIN、クレデンシャルプロテクション、ホワイト運用、m-FILTER、m-FILTER MailFilter、m-FILTER Archive、m-FILTER Anti-Spam、
m-FILTER Anti-Virus & Sandbox、m-FILTER@Cloud Anti-Virus & Sandbox、m-FILTER@Cloud Dアラート発信レポートサービス、m-FILTER 
File Scan、Mail Detox、m-FILTER EdgeMTA、EdgeMTA、FinalCode、i-フィルター、DigitalArts@Cloud、Desk、Desk Event、StartIn、f-FILTER、

Dアラートおよび D コンテンツその他の弊社・弊社製品関連の各種名称・ロゴ・アイコン・デザイン等はデジタルアーツ株式会社の登録商標ま
たは商標です。 

※ その他、上に記載された会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。 

https://www.daj.jp/
mailto:press@daj.co.jp

